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（1）

渋
谷
駅
周
辺
の
大
規
模
な

再
開
発
計
画
を
検
討
す
る
「
渋

谷
駅
街
区
基
盤
整
備
検
討
委
員

会
」（
座
長
・
森
地
茂
政
策
研
究

大
学
院
大
学
教
授
ほ
か
、
国
土

交
通
省
、
東
京
都
、
渋
谷
区
、
東

急
、
Ｊ
Ｒ
な
ど
鉄
道
事
業
者
で

後
を
メ
ド
に
本
格
化
す
る
が
、

同
委
員
会
は
来
年
度
に
は
具
体

的
な
都
市
計
画
を
決
定
、
周
辺

の
整
備
に
乗
り
だ
す
考
え
だ
。

整
備
さ
れ
る
主
な
ポ
イ
ン
ト

は
七
つ
。
①
現
在
埼
京
線
ホ
ー

ム
は
渋
谷
駅
か
ら
約
三
百
三
十

メ
ー
ト

ル
離
れ

て
い
る

が
、こ
れ

を
移
設
。

山
手
線

ホ
ー
ム

と
並
列

に
す
る

②
三
階

で
Ｊ
Ｒ

（
２
階

部
分
）

と
交
差

す
る
格

構
成
）は
、駅
周
辺
再
開
発
の
整

備
方
針
を
固
め
た
。埼
京
線
、
銀

座
線
ホ
ー
ム
の
移
設
、
高
さ
二

〇
〇
メ
ー
ト
ル
近
く
の
超
高
層

ビ
ル
の
建
設
な
ど
を
含
む
大
規

模
な
計
画
だ
。
東
急
東
横
線
が

副
都
心
線
と
地
下
で
結
ぶ
四
年

渋谷駅周辺の整備概要（案）

「
自
然
栽
培
」

の
研
究
者
で
あ

り
、
実
践
者
で
も

あ
る
河
名
秀
郎
氏

の
話
は
、
や
が
て

現
代
農
業
の
基
本

的
体
制
を
、
揺
さ

ぶ
り
か
ね
な
い
と

こ
ろ
ま
で
向
か
い

始
め
る
。

「
有
機
農
家
が

よ
く
、
自
分
の
畑

で
取
れ
た
虫
に
食

わ
れ
た
野
菜
を
、

『
虫
が
食
べ
に
来

る
ほ
ど
旨
い
』
み

た
い
な
こ
と
を
言

う
で
し
ょ
う
？
あ
れ
、
私
に
言

わ
せ
れ
ば
嘘
な
ん
で
す
よ
」
と

い
う
河
名
氏
。「
ど
う
い
う
こ
と

か
」と
訊
ね
る
と
、
問
題
の
核
心

が
や
は
り
窒
素
に
あ
る
こ
と
を
、

分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
く
れ

た
。「

な
ぜ
か
と
い
う
と
―
―

―
う
ち
が
提
携
し
て
い
る
生
産

者
た
ち
は
、
皆
そ
の
こ
と
を
経

験
と
し
て
知
っ
て
い
ま
す
が
―

―
―
農
作
物
と
、
地
中
の
窒
素

の
量
が
適
切
な
バ
ラ
ン
ス
に
保

た
れ
て
い
る
限
り
、
虫
は
、野
菜

に
寄
り
付
く
こ
と
は
な
い
ん
で

す
」。

「
と
こ
ろ
が
、
そ
の
バ
ラ
ン
ス

を
逸
脱
す
る
ほ
ど
多
量
の
窒
素

が
地
中
に
添
加
さ
れ
る
と
、
作

物
の
根
は
そ
の
窒
素
を
吸
い
上

げ
、
や
が
て
葉
に
溜
め
る
。
そ

れ
を
虫
が
食
べ
に
集
ま
っ
て
く

る
。つ
ま
り
虫
が
食
べ
て
い
る

の
は
、
人
為
的
な
肥
料
投
下
で

増
え
す
ぎ
た
、
自
然
界
か
ら
見

て
余
分
な
窒
素
だ
と
い
う
こ
と

で
す
。虫
に
し
て
も
、
た
だ
無
意

味
な
害
虫
と
し
て
そ
こ
に
存
在

し
て
い
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
ん
で

す
ね
」。

つ
ま
り
現
代
の
農
業
は
、
人

が
農
地
に
窒
素
を
ふ
ん
だ
ん
に

含
ん
だ
肥
料
を
撒
き
、
そ
れ
を

目
当
て
に
や
っ
て
き
た
虫
や
病

原
菌
を
農
薬
を
使
っ
て
殺
す
。

だ
が
結
果
と
し
て
人
間
が
、
そ

の
農
薬
の
害
に
よ
っ
て
苦
し
め

ら
れ
る
。そ
う
し
た
悪
循
環
に

陥
っ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

「
肥
料
を
使
い
続
け
て
い
る

限
り
、
人
間
は
農
薬
と
決
別
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
」。

河
名
氏
は
こ
う
断
言
す
る
。

農
薬
と
肥
料
の

相
関
関
係

こ
こ
に
一
枚
の
グ
ラ
フ
（
＝

図
）が
あ
る
。グ
ラ
フ
中
の
、
曲

線
Ａ
が
肥
料
の
出
荷
量
、
曲
線

Ｂ
が
農
薬
の
出
荷
量
だ
。そ
れ

ぞ
れ「
肥
料
要
覧
」「
農
薬
要
覧
」

と
い
う
別
々
の
資
料
を
出
典
と

し
た
数
値
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
を

記
録
し
た
曲
線
が
、
図
の
よ
う

に
、
ほ
ぼ
重
な
り
あ
っ
て
い
る

の
が
見
て
取
れ
る
。つ
ま
り
河

名
氏
の
説
を
裏
付
け
る
か
の
よ

検
証
を
受
け
る
だ
け
の
価
値
は

あ
る
。そ
の
こ
と
だ
け
は
、
ど
う

や
ら
間
違
い
な
さ
そ
う
だ
。

（
第
四
回
に
つ
づ
く
）

（
古
川
琢
也
）

う
に
、
肥
料
の

使
用
量
（
曲
線

Ａ
）
増
加
に
比

例
し
、
農
薬
の

使
用
量
（
曲
線

Ｂ
）
も
増
え
て

い
る
と
も
見
え

る
の
で
あ
る
。

河
名
氏
に

よ
れ
ば
、
こ
の

肥
料
と
農
薬

の
因
果
関
係

は
、「
現
代
の
農

学
が
ま
だ
気

が
付
く
こ
と

が
で
き
て
い
な

い
」
分
野
。
だ

が
い
ず
れ
に

し
て
も
こ
の
説

は
、
専
門
的
な

る
ほ
か
、
ハ
チ
公
広
場
を
拡
充
。

さ
ら
に
中
央
部
分
に
広
場
を
設

け
、
歩
行
者
と
車
両
を
分
離
す

る
④
地
下
１
階
に
タ
ク
シ
ー
乗

降
場
を
設
置
す
る
ほ
か
、
地
下

２
階
に
公
共
駐
車
場
を
整
備
。

さ
ら
に
明
治
通
り
地
下
部
分
に

大
規
模
な
駐
輪
場
施
設
を
整
備

す
る
⑤
東
西
の
駅
前
広
場
を
拡

充
す
る
と
と
も
に
中
央
部
分
で

も
通
り
抜
け
で
き
る
通
路
を
確

保
、
現
在
東
急
東
横
店
を
中
心

に
買
い
物
客
、
乗
降
客
な
ど
で

ご
っ
た
が
え
し
て
い
る
状
態
を

緩
和
す
る
⑥
道
玄
坂
の
渋
谷
マ

ー
ク
シ
テ
ィ
ー
か
ら
駅
ビ
ル
、

文
化
会
館
跡
の
再
開
発
ビ
ル
を

結
ぶ
地
上
四
階
か
ら
の
空
中
通

路
を
建
設
、
歩
行
者
の
回
遊
性

を
高
め
る
⑦
東
急
東
横
線
ホ
ー

ム
を
四
年
後
に
明
治
通
り
地
下

に
移
設
。
こ
れ
に
伴
い
東
急
東

横
店
を
建
て
壊
し
、
高
さ
二
百

メ
ー
ト
ル
近
く
の
大
規
模
駅
ビ

ル
を
建
設
す
る
‐
な
ど
が
骨
子

だ
。渋

谷
区
は
平
成
十
七
年
度
都

市
再
生
緊
急
整
備
地
域
の
指
定

を
う
け
た
。
こ
れ
に
伴
い
同
十

九
年
三
月
、学
識
経
験
者
、国
土

交
通
省
、
東
京
都
、
渋
谷
区
、
鉄

道
事
業
者
ら
で
「
渋
谷
駅
街
区

基
盤
整
備
検
討
委
員
会
」
を
設

置
。
同
十
九
年
ま
ち
づ
く
り
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
二
〇
〇
七
を
策
定
。

六
月
末
、
整
備
方
針
を
ま
と
め

た
。今

年
（
平
成
二
〇
年
）
六
月

に
は
東
京
メ
ト
ロ
の
副
都
心
線

が
渋
谷
ま
で
開
通
。
四
年
後
の

平
成
二
十
四
年
に
は
東
急
東
横

線
ホ
ー
ム
が
地
下
化
、
副
都
心

線
と
地
下
で
相
互
に
乗
り
入
れ
、

埼
玉
和
光
市
か
ら
横
浜
中
華
街

ま
で
の
直
通
運
転
が
可
能
と
な

る
。現
在
東
横
線
ホ
ー
ム
は
、２

階
部
分
で
山
手
線
ホ
ー
ム
と
隣

接
、
こ
の
ホ
ー
ム
が
明
治
通
り

の
下
に
地
下
化
す
る
こ
と
で
駅

周
辺
の
再
開
発
が
本
格
化
す
る

予
定
だ
。
す
べ
て
の
計
画
が
完

成
す
る
の
は
少
な
く
と
も
十
年

以
上
の
ス
パ
ン
が
か
か
る
大
規

模
な
再
開
発
事
業
だ
。

同
委
員
会
で
は
今
月
末
ま
で

一
般
市
民
の
意
見
を
受
け
付
け

る
予
定
。方
法
は
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ

好
の
銀
座
線
ホ
ー
ム
を
明
治
通

り
側（
東
側
）に
約
五
〇
メ
ー
ト

ル
移
動
③
バ
ス
、
一
般
車
両
、
タ

ク
シ
ー
な
ど
で
混
雑
す
る
駅
西

口
で
一
般
車
両
を
全
面
進
入
禁

止
に
。
西
口
の
南
北
に
ふ
た
つ

の
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
設
置
す

Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
な
ど
。あ
て
先

は
、
東
京
都
都
市
整
備
局
都
市

基
盤
部
街
路
計
画
課
区
部
街
路

計
画
担
当
①
（
郵
送
の
場
合
）

〒
一
六
三
‐
八
〇
〇
一
新
宿
区

西
新
宿
２
‐
８
‐
１
②（
Ｆ
Ａ

Ｘ
の
場
合
）
〇
三
‐
五
三
八
八

‐
一
三
五
四
③（
電
子
メ
ー
ル
の

場
合
）
Ｓ
０
０
０
０
１
７
９
＠

se
c
tio
n
.m
e
tro
.to
k
y
o
.

jp

ま
で
。

18
日
住
民
説
明
会

ま
た
渋
谷
区
で
は
十
八
日
午

後
七
時
か
ら
ケ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
美
竹
の
丘
、
多
目
的
ホ
ー

ル
で
住
民
説
明
会
を
開
催
、
事

業
計
画
を
説
明
す
る
。
参
加
自

由
。
詳
し
い
こ
と
は
渋
谷
区
都

市
整
備
部
地
域
街
づ
く
り
課

（
三
四
六
三
‐
二
九
四
三
番
）ま

で
。
同
課
で
は
地
域
住
民
の
要

望
が
あ
っ
た
ら
、
随
時
住
民
説

明
会
を
開
く
予
定
。

　

お
詫
び

先
月
号
の
「
明
治
神
宮
復
興

五
〇
年
記
念
」
の
記
事
中
、「
昭

和
二
十
四
年
四
月
十
四
日
の
東

京
大
空
襲
」
と
あ
っ
た
の
は
、

「
昭
和
二
〇
年
四
月
十
四
日
」の

誤
り
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂

正
し
ま
す
。　

　

7
月
21
日
（
月
）
14
時
～
は

ー
と
ふ
る
は
ん
ど
手
話
ダ
ン
ス

公
演（
ケ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

美
竹
の
丘
）
国
際
文
化
交
流
課

文
化
振
興
係

　

７
月
25
日
（
金
）
18
時
～
せ

ん
だ
が
や
盆
踊
り
大
会
２
０
０

８
～
天
童
せ
ん
だ
が
や
交
流
ま

つ
り
～
（
鳩
森
八
幡
神
社
）
商

工
観
光
課
商
工
観
光
係

　

7
月
25
日
（
金
）
18
時
～
四

商
店
街
共
催
笹
塚
サ
マ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
（
笹
塚
駅
前
）
商

工
観
光
課
商
工
観
光
係　
　

渋
谷

－

新
宿

－

池
袋
を
結
ぶ

東
京
メ
ト
ロ
「
副
都
心
線
」
来
月
開
通
へ

私達は何を食べているのか③

シリ
ーズ
「食
」

第三
回 再

開
発
計
画
案
ま
と
ま
る

今
月
末
ま
で
に
意
見
も
聞
く

渋谷駅周辺

【
渋
谷
区
行
事
日
程
】
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経営者の皆様を取り巻く
経営上の問題に的確に対応する
身近なパートナーです。

皆様に役立つ
質の高いサービスの提供を追及します。

（2）

昭
和
六
十
一
年
、
秋
葉
原
店
に

続
き
原
宿
店
を
オ
ー
プ
ン
。同

九
州
の
と
ん
こ
つ
味
が
ま
だ

東
京
で
な
じ
み
が
う
す
か
っ
た

原
宿
で
も
特
に
居
住
者
人

口
の
多
い「
神
宮
前
一
、三
、四

丁
目
地
区
の
地
区
計
画
」
の

原
案
が
一
年
以
上
の
協
議
を

経
て
、
こ
の
秋
を
メ
ド
に
ま
と

ま
る
見
通
し
だ
。

「
地
区
計
画
」
は
、
ま
ち
づ

く
り
の
方
向
性
と
ル
ー
ル
を

定
め
る
上
で
の
指
針
と
な
る

も
の
で
、
地
元
住
民
、
企
業
、

商
店
な
ど
が
自
ら
協
議
し
た

上
で
、建
物
の
高
さ
制
限
や
風

俗
店
の
進
出
禁
止
な
ど
、ま
ち

づ
く
り
に
関
す
る
一
定
の
規

制
案
を
策
定
。一
方
で
、
建
物

の
容
積
率
や
斜
線
制
限
な
ど

の
各
種
規
制
に
関
し
て
は
、必

要
に
応
じ
て
一
部
を
緩
和
す

る
こ
と
も
で
き
る
と
い
う
も

の
。今

回
は
こ
の
原
案
を
定
め
る

段
階
で
案
が
定
ま
っ
た
後
に
は
、

地
元
の
「
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」

に
提
出
。こ
こ
で
さ
ら
な
る
審
議

を
経
て
、新
地
区
計
画
と
し
て
ま

と
め
ら
れ
る
と
い
う
流
れ
だ
。

渋
谷
区
で
は
平
成
十
九
年
中

に
こ
の
原
案
を
取
り
ま
と
め
る

た
め
、
昨
年
七
月
よ
り「
ま
ち
づ

く
り
懇
談
会
」（
事
務
局
・
渋
谷

区
地
区
ま
ち
づ
く
り
係
）
を
設

置
。月
一
回
の
ペ
ー
ス
で
懇
談
会

を
開
き
、地
域
の
住
民
に
よ
る
意

見
す
り
あ
わ
せ
を
図
っ
て
き
た

が
、意
見
集
約
に
予
想
以
上
の
時

間
を
要
し
た
こ
と
か
ら
、原
案
作

成
は
平
成
二
〇
年
度
に
持
ち
越

し
に
な
っ
て
い
た
。

約
一
年
の
時
間
を
掛
け
て
行

な
わ
れ
た
こ
の
懇
談
会
に
お
い

て
、
話
し
合
い
の
主
眼
と
な
っ
た

の
は
、
変
貌
す
る
街
に
あ
っ
て
、

「
い
か
に
し
て
古
く
か
ら
の
住
民

が
、
住
み
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
し

て
い
く
の
か
」
を
探
る
方
法
の
模

索
。近

年
、神
宮
前
地
区
は
不
動
産

フ
ァ
ン
ド
、
リ
ー
ト
な
ど
に
よ
り

土
地
買
い
増
し
な
ど
が
著
し
く

進
行
し
た
が
、
昨
年
に
入
っ
て
か

ら
は
、
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
の

破
綻
に
よ
る
、
不
動
産
市
況
が
低

迷
。
す
る
と
今
度
は
一
転
し
て
、

デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
の
開
発
が
中
断
、

地
域
の
そ
こ
か
し
こ
に
コ
イ
ン
パ

ー
キ
ン
グ
が
増
え
る
よ
う
な
事

態
が
起
こ
っ
て
い
る
。

高
校
を
玉
名
で
過
ご
し
大
学
は

再
び
東
京
へ
。内
科
医
だ
っ
た

伯
父
さ
ん
の
手
伝
い
を
し
な
が

ら
、
女
で
ひ
と
つ
で
大
学
ま
で

い
か
し
て
く
れ
た
母
、
芳
野
さ

ん
。卒
業
後
は
ヤ
ク
ル
ト
勤
務

を
経
て
補
習
塾「
ブ
ル
カ
ン
塾
」

を
仲
間
と
立
ち
上
げ
た
。き
っ

か
け
は
、
早
く
経
済
的
に
確
立
、

母
親
を
東
京
に
よ
び
よ
せ
た
い

と
の
強
い
想
い
だ
っ
た
。三
教

室
、
最
も
多
い
と
き
で
約
四
〇

〇
人
の
塾
生
が
い
た
が
、
熱
心

な
生
徒
な
ど
か
ら
は
追
加
授

業
料
な
ど
要
求
で
き
ず
、
経
営

的
に
安
定
し
な
い
状
態
で
あ
っ

た
。こ

う
し
た
な
か
、
何
か
自
分

た
ち
で
で
き
る
こ
と
は
な
い
か

と
試
行
錯
誤
。故
郷
・
玉
名
の

お
い
し
い
ラ
ー
メ
ン
が
思
い
浮

か
ん
だ
。コ
ア
な
メ
ン
バ
ー
た

店
は
今
年
で
開
業
二
十
二
年
目
。

と
ん
こ
つ
ラ
ー
メ
ン
の
草
分
け

的
存
在
で
、
い
ま
や
東
京
で
知

ら
な
い
人
は
い
な
い
ほ
ど
。
原

宿
表
玄
関
の
顔
と
い
っ
て
も
い

い
繁
盛
店
だ
。土
日
曜
は
千
人

を
越
す
若
者
ら
が
行
列
、
店
内

は
威
勢
の
い
い
掛
け
声
と
と
も

に
お
客
で
ご
っ
た
が
え
す
賑
わ

い
だ
。

昭
和
二
九
年
、
東
京
の
駒
場

育
ち
。小
学
校
三
年
生
の
三
学

期
、
両
親
の
離
婚
で
母
親
の
故

郷
の
熊
本
県
玉
名
市
へ
。小
、中
、

夢は世界をみて回ること、と下川さん

ち
か
ら
は
有
名
私
立
大
学
を
で

た
の
に
、
な
ぜ
ラ
ー
メ
ン
な
の

か
と
反
発
は
あ
っ
た
も
の
の
、

塾
の
経
営
的
な
問
題
を
含
め
時

間
を
か
け
て
説
得
し
た
。た
だ
、

ま
っ
た
く
の
ど
素
人
。ど
う
し

て
い
い
か
わ
か
ら
な
い
。
ま
ず

職
人
を
さ
が
そ
う
と
ツ
テ
を
た

よ
っ
た
と
こ
ろ
、
ス
タ
ッ
フ
の

遠
縁
に
長
崎
し
っ
ぽ
く
料
理

の
料
理
人
が
い
た
。
強
引
に
く

ど
き
お
と
し
、
東
京
ま
で
き
て

も
ら
い
徹
底
的
に
指
導
を
う
け

た
。野

田
さ
ん
と
い
う
そ
の
職
人

さ
ん
は
、
ス
ー
プ
を
煮
込
ん
で

い
る
約
八
時
間
の
間
、
立
ち
っ

ぱ
な
し
。
椅
子
を
す
す
め
て
も

座
ら
な
い
。
鍋
の
前
も
離
れ
な

い
。
塾
の
運
営
を
し
な
が
ら
の

ラ
ー
メ
ン
作
り
の
指
導
を
う
け

る
の
は
大
変
な
作
業
だ
っ
た
が
、

プ
ロ
の
職
人
魂
を
み
せ
て
も
ら

い
大
変
勉
強
に
な
っ
た
。

昭
和
五
九
年
、
一
号
店
の
秋

葉
原
店
を
オ
ー
プ
ン
。メ
イ
ン

は
あ
っ
さ
り
味
の
「
じ
ゃ
ん
が

ら
」ラ
ー
メ
ン
。経
営
は
順
調
で

二
年
後
に
原
宿
店
を
オ
ー
プ
ン

し
た
。た
だ
、
口
さ
が
な
い
九
州

の
客
か
ら
「
こ
の
味
は
九
州
じ

ゃ
な
か
。に
せ
も
の
た
い
」
と
い

わ
れ
た
こ
と
が
何
回
か
。
指
導

を
う
け
た
野
田
さ
ん
が
長
崎
出

身
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
っ
て

り
味
の
玉
名
、
博
多
、ま
た
熊
本

中
心
部
の
味
と
も
ち
が
っ
た
あ

っ
さ
り
し
た
も
の
だ
っ
た
。こ

の
た
め
九
州
北
部
の
味
を
再
現

し
た
い
と
没
頭
。「
ぼ
ん
し
ゃ
ん
」

（
フ
ラ
ン
ス
語
で
い
い
ふ
る
さ

と
と
い
う
意
味
）を
開
発
し
た
。

現
在
、秋
葉
原
、原
宿
、赤
坂
、

日
本
橋
な
ど
に
六
店
舗
。従
業

員
は
正
社
員
七
〇
人
、
ア
ル
バ

イ
ト
な
ど
含
め
る
と
約
二
〇
〇

人
。年
商
は
グ
ル
ー
プ
で
約
十

四
億
円
。秋
葉
原
の
店
は
八
坪

し
か
な
い
が
、
売
り
上
げ
は
ナ

ン
バ
ー
ワ
ン
だ
そ
う
だ
。原
宿

店
の
二
階
は
昨
年
十
二
月
改
装
、

お
酒
が
飲
め
る
カ
フ
ェ
風
に
し

た
。八
〇
歳
に
な
っ
た
母
・
芳

野
さ
ん
は
い
ま
同
店
一
階
で
毎

週
月
、
水
、
木
、
土
曜
日
の
午
後

三
時
ま
で
レ
ジ
に
立
ち
、
元
気

に
働
い
て
い
る
。

趣
味
は
神
宮
球
場
で
の
大
学

野
球
観
戦
。奥
さ
ん
（
五
一
）
と

長
女（
二
四
）次
女（
一
九
）母
・

芳
野
さ
ん
と
世
田
谷
で
五
人
暮

ら
し
。今
後
の
展
開
は
い
ま
、
模

索
中
。夢
は
「
世
界
を
み
て
ま
わ

り
た
い
」。五
三
歳
。

　

住
民
か
ら
は
「
デ
ベ
ロ
ッ
パ

ー
の
土
地
買
い
増
し
に
歯
止
め

を
掛
け
て
ほ
し
い
」
と
の
声
が

上
が
る
と
と
も
に
キ
ャ
ッ
ト
ス

ト
リ
ー
ト
沿
い
の
エ
リ
ア
な
ど

か
ら
は
、「
商
売
の
自
由
度
を
上

げ
る
よ
う
規
制
緩
和
し
て
ほ
し

い
」
な
ど
の
意
見
も
。バ
ブ
ル
期

を
彷
彿
と
さ
せ
る
地
下
急
騰
な

ど
の
動
き
に
翻
弄
さ
れ
、
地
元

住
民
か
ら
は
様
々
な
意
見
が
出

し
て
も
、
神
宮
前
一
、
三
、
四
丁

目
は
、
竹
下
通
り
、
裏
原
宿
、
渋

谷
川
遊
歩
道
（
キ
ャ
ッ
ト
ス
ト

リ
ー
ト
）と
、そ
れ
ぞ
れ
に
商
業

地
の
性
格
が
強
い
通
り
を
擁
し

な
が
ら
も
、
同
時
に
居
住
人
口

が
多
く
、
住
宅
地
の
色
彩
も
強

い
場
所
だ
け
に
、
両
者
の
バ
ラ

ン
ス
を
良
好
に
保
つ
ル
ー
ル
を

制
定
さ
れ
る
見
通
し
だ
。

地区計画策定を目指すキャットストリート

さ
れ
た
。

区
と
し
て

は
一
年
以
上

に
わ
た
り
、

そ
の
刷
り
合

わ
せ
に
腐

心
し
て
き
た

が
、
そ
れ
が

こ
の
秋
を
目

処
に
、
よ
う

や
く
ま
と
ま

る
道
筋
が

付
い
た
模
様

だ
。い

ず
れ
に

　
「
第
二
十
六
回　

社
会
環
境

を
明
る
く
し
よ
う
渋
谷
区
区
民

の
つ
ど
い
」が
、
原
宿
地
区
で
は

七
月
一
七
日
（
木
）
の
午
後
二

時
か
ら
四
時
半
ま
で
千
駄
ヶ
谷

区
民
会
館
を
会
場
に
行
な
わ
れ

る
。

　
「
第
一
回　

日
本
と
イ
ン
ド

ネ
シ
ア　

市
民
協
力
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」
が
七
月
一
九
日
午
後

三
時
か
ら
翌
二
〇
日
午
後
八
時

ま
で
代
々
木
公
園
イ
ベ
ン
ト
広

場
で
開
催
さ
れ
る
。

　

初
日
、
二
日
目
に
ス
テ
ー
ジ

上
で
本
場
の
ジ
ャ
ワ
舞
踊
が
観

ら
れ
る
ほ
か
、
二
日
目
に
は
伝

統
的
闘
技
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
上
演
。

さ
ら
に
会
場
内
で
は
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
各
地
の
観
光
地
紹
介
が
行

な
わ
れ
る
ほ
か
、
同
国
女
性
の

自
立
支
援
を
行
な
う
女
性
組
合

の
連
合
会
よ
り
六
〇
〇
〇
個

（
先
着
）の
手
作
り
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
手
渡
し
で
贈
呈
。

問
い
合
わ
せ
先
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
Ｃ
．
Ｐ
．
Ｉ
教
育
文
化
交
流

推
進
委
員
会
（
詳
し
く
は
イ

ベ
ン
ト
Ｈ
Ｐ
ま
で
（h

ttp
://

w
w
w
.cp
i-m
a
te.g
r.jp
/

in
d
on
esia-fes.h

tm
l

）。

　

原
宿
外
苑
中
学
校
の
生
徒
代

表
が
登
壇
し
て
自
ら
の
主
張
を

述
べ
る
ほ
か
、神
宮
前
小
学
校
の

川
島
信
雄
校
長
が
「
う
し
ろ
姿
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
。そ
の
ほ
か
、

千
駄
ヶ
谷
小
学
校
の
児
童
鼓
笛

隊
に
よ
る
器
楽
演
奏
な
ど
。

■
問
い
合
わ
せ
は
、
渋
谷
区
子

ど
も
青
少
年
対
策
課
青
少
年
育

成
係
（
電
話
三
四
六
三
―
二
五

七
八
）ま
で
。

商
業
と
住
居
の
バ
ラ
ン
ス

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
が
方
針

ジ
ャ
ワ
舞
踏
や
伝

統
的
格
闘
技
披
露

川
島
校
長
が
「
う

し
ろ
姿
」で
講
演
も

九
州「
じ
ゃ
ん
が
ら
」ラ
ー
メ
ン

代
表
取
締
役

下
川
　
高
士
氏


